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『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
│
│
結
縁
様
相
及
び
女
性
意
識
を
中
心
に
│
│
朴
な
り
は
じ
め
に
│
│
「
野
談
」
と
は
│
│
「
野
談
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
七
世
紀
以
降
か
ら
使
用
さ
れ
た
新
用
語
で
あ
る
。
ま
ず
、
以
下
の
「
野
談
」
の
定
義
を
み
る
と
、
野
談
（
や
だ
ん
）﹇
現
地
読
み
：
ヤ
ダ
ム
﹈
朝
鮮
の
物
語
本
。
広
く
民
間
に
伝
わ
る
野
史
、
巷
談
、
軍
談
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
人
情
の
機
微
や
世
態
、
風
俗
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
庶
民
の
鋭
い
風
刺
と
機
知
に
富
ん
で
い
る
作
品
も
多
く
、
朝
鮮
民
族
の
心
を
知
る
う
え
で
も
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
史
話
が
正
史
を
も
と
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
物
語
で
あ
る
の
に
対
し
、
野
談
は
一
個
人
の
手
に
な
る
野
史
的
な
も
の
が
素
材
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
自
由
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
生
き
生
き
と
し
た
庶
民
の
姿
が
そ
こ
に
り
ゅ
う
ぼ
う
い
ん
お
う
は
投
影
さ
れ
て
い
る
。（
略
）
野
談
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
柳
夢
寅
（
一
五
五
九
│
一
六
二
三
）
の
『
於
于
野
談
』（
五
巻
七
七
一
冊
）、
一
九
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
『
青
丘
野
談
』（
六
巻
九
冊
）
が
あ
る
。
最
初
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
の
ち
は
く
だ
い
ち
ん
に
ハ
ン
グ
ル
に
訳
さ
れ
広
く
伝
わ
っ
た
。
な
お
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
白
大
鎮
ら
に
よ
っ
て
『
韓
国
野
談
全
集
』
全
十
巻
（
一
九
六
四
）
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。⑴
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
野
談
」
は
両
班
（
ヤ
ン
バ
ン
：
朝
鮮
、
高
麗
お
よ
び
李
氏
朝
鮮
時
代
の
特
権
的
な
文
武
の
官
僚
階
級
、
身
分
）
社
会
に
ま
で
流
布
さ
れ
た
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
、
逸
話
・
伝
説
・
民
談
・
短
篇
小
説
等
様
々
な
形
式
の
話
が
含
ま
れ
、
説
話
と
小
説
の
間
と
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
野
談
か
ら
漢
文
短
篇
を
表
出
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
て
言
え
ば
、
講
唱
師
と
直
結
し
た
パ
ン
ソ
リ
系
小
説
に
つ
い
て
漢
文
短
篇
は
講
談
師
と
関
連
さ
れ
た
野
談
系
小
説
と
も
云
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
漢
文
短
篇
は
民
間
的
見
聞
を
基
に
事
実
及
び
、
虚
構
が
混
ぜ
合
わ
さ
れ
た
一
貫
的
あ
ら
す
じ
を
持
つ
叙
事
性
と
い
う
口
演
さ
れ
た
話
を
記
録
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
、
は
っ
き
り
定
立
さ
れ
、
創
作
意
識
を
持
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
文
人
筆
記
達
に
よ
っ
て
野
談
か
ら
漢
文
短
篇
に
発
展
し
、
見
聞
記
録
の
豊
富
な
蓄
積
を
通
じ
て
至
っ
た
成
果
と
見
え
る
。
要
す
る
に
、
漢
文
短
篇
は
形
成
経
路
で
一
次
的
に
口
頭
創
作
を
経
た
特
修
性
か
ら
、
現
実
を
一
緒
に
呼
吸
す
る
沢
山
の
人
々
の
感
覚
か
ら
時
代
の
客
観
的
事
実
が
話
の
真
実
に
移
り
変
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
話
の
真
実
は
即
し
て
歴
史
の
真
実
な
の
で
あ
る
。
漢
文
短
篇
が
至
っ
た
現
実
性
は
発
生
さ
せ
た
当
時
の
体
系
的
変
化
が
生
じ
て
お
り
、
封
建
主
義
に
対
す
る
抵
抗
的
な
力
量
が
大
き
く
成
長
し
た
か
ら
故
、
漢
文
短
篇
が
獲
得
し
た
現
実
主
義
は
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
像
の
文
学
的
な
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
野
談
は
韓
国
の
古
典
小
説
の
発
展
過
程
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
持
っ
た
こ
と
が
察
れ
る
。
付
け
加
え
、「
野
談
」
は
簡
単
な
記
事
か
ら
奇
異
な
伝
説
及
び
、
あ
ら
ゆ
る
部
類
の
歴
史
的
人
物
に
関
す
る
逸
話
等
、
様
々
な
話
題
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
お
よ
そ
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
の
現
実
を
素
材
に
し
た
話
と
し
て
朝
鮮
時
代
後
期
の
社
会
上
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ま
だ
日
本
で
は
朝
鮮
文
学
の
中
で
も
「
野
談
」
と
い
う
分
野
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
野
崎
氏
は
、
野
談
と
は
、
李
朝
後
期
に
生
み
出
さ
れ
た
漢
文
小
説
集
を
指
し
、
柳
夢
寅
（
一
五
五
九
年
〜
一
六
二
三
年
）
の
『
於
于
野
談
』
が
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
七
八
ノビ
そ
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
。
そ
の
登
場
人
物
は
、
上
は
貴
顕
か
ら
下
は
奴
婢
・
盗
賊
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
を
網
羅
し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
李
朝
社
会
の
万
華
鏡
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
譚
集
で
あ
る
。
人
物
譚
ま
た
は
世
間
咄
と
い
え
ば
、
日
本
な
ら
誰
『
今
昔
物
語
集
』
を
思
い
浮
か
べ
る
よ
う
に
、
お
よ
そ
何
処
の
国
の
作
品
で
あ
れ
、
そ
の
人
間
臭
い
ド
ラ
マ
が
読
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
が
、
野
談
の
価
値
は
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
野
談
は
朝
鮮
文
学
史
上
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
か
ら
で
あ
る
。⑵
と
、「
野
談
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
野
談
」
と
い
う
用
語
の
使
い
方
に
つ
い
て
李
市
埈
氏
は
、
古
代
文
献
と
朝
鮮
後
期
の
本
格
的
な
説
話
集
の
記
録
伝
承
を
総
じ
て
何
と
呼
ぶ
べ
き
か
。
と
て
も
難
し
い
問
題
で
あ
る
。（
略
）
数
人
の
学
者
が
著
書
や
論
文
を
通
じ
て
「
文
献
説
話
」
と
言
う
名
称
を
用
い
て
お
り
、
或
い
は
「
野
談
」
ま
た
は
「
漢
文
短
篇
」
と
い
う
名
称
を
使
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
名
称
は
主
に
朝
鮮
後
期
の
記
録
説
話
が
対
象
で
（
略
）
人
々
に
口
伝
さ
れ
た
り
最
近
に
採
録
さ
れ
た
説
話
を
「
口
伝
説
話
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
対
し
て
、
古
代
文
献
と
主
に
朝
鮮
時
代
に
入
っ
て
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
「
野
談
」
を
総
じ
て
「
文
献
説
話
」
と
い
う
名
称
で
呼
ぶ
こ
と
を
提
案
す
る
。⑶
と
説
明
し
な
が
ら
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
前
半
ま
で
は
前
時
代
に
活
発
に
な
っ
た
散
文
精
神
が
や
が
て
実
を
結
ぶ
時
期
で
あ
っ
た
。
文
学
思
想
の
著
し
い
散
文
化
の
傾
向
は
パ
ン
ソ
リ
・
小
説
・
雑
歌
・
長
編
歌
辞
・
私
説
時
調
な
ど
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
を
完
成
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
説
話
も
集
大
成
さ
せ
た
。
こ
の
時
期
に
出
来
上
が
っ
た
代
表
的
な
説
話
集
と
し
て
は
、『
東
裨
洛
誦
』、『
選
言
篇
』、『
海
東
野
書
』、『
淫
西
野
談
』、『
青
邱
野
談
』、『
東
野
彙
輯
』
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
最
後
の
三
つ
の
文
献
は
そ
れ
ぞ
れ
三
一
二
編
、
二
九
三
編
、
二
六
〇
編
の
資
料
を
収
め
て
お
り
、
韓
国
「
三
大
文
献
説
話
集
」
と
呼
ば
れ
る
。⑷
と
、『
青
邱
野
談
』
を
韓
国
「
三
大
文
献
説
話
集
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
十
八
世
紀
中
頃
に
書
か
れ
た
『
鶴
山
閒
言
』、『
記
聞
叢
話
』、『
選
言
篇
』
等
の
野
談
集
を
底
本
に
し
た
十
九
世
紀
中
期
の
李
朝
鮮
最
高
の
野
談
集
で
あ
る
。
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
七
九
こ
こ
で
、
本
研
究
に
先
立
っ
て
『
青
邱
野
談
』
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
二
、『
青
邱
野
談
』
の
構
成
及
び
内
容
『
青
邱
野
談
』
と
は
、
一
八
二
六
年
〜
一
八
三
五
年
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
定
、
朝
鮮
時
代
後
期
の
作
品
で
あ
る
。
編
纂
者
は
未
詳
で
、
約
三
一
二
余
り
の
短
い
内
容
の
話
は
、
漢
文
と
ハ
ン
グ
ル
両
方
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
を
韓
国
で
は
「
短
形
叙
事
」
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、『
青
邱
野
談
』
は
、
李
朝
前
期
ま
で
の
作
品
と
は
相
違
し
て
お
り
、
作
品
の
分
量
は
短
い
な
が
ら
も
そ
の
内
容
が
繊
細
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
は
、
ち
ま
た
の
中
、
主
に
市
井
世
界
を
基
に
し
て
書
か
れ
、
当
時
の
社
会
変
化
の
諸
般
様
相
が
著
し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
李
朝
の
特
徴
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
儒
教
思
想
を
基
に
し
た
封
建
社
会
の
秩
序
の
崩
壊
、
身
分
制
度
の
変
化
ま
た
、
一
部
の
両
班
階
層
の
没
落
、
被
支
配
の
階
層
の
出
身
新
興
財
閥
の
出
現
、
そ
の
市
井
世
界
を
批
判
し
な
が
ら
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
実
を
中
心
に
す
る
風
俗
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
当
時
代
の
社
会
現
実
、
及
び
価
値
観
の
変
化
が
含
ま
れ
た
口
伝
は
、
一
九
世
紀
初
半
に
到
り
、
記
録
文
学
に
転
換
さ
れ
た
が
、『
青
邱
野
談
』
は
そ
の
李
朝
後
期
の
特
殊
な
社
会
の
現
実
、
及
び
時
代
精
神
を
よ
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
史
料
と
し
て
そ
の
価
値
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
二
│
一
、『
青
邱
野
談
』
の
構
成
『
青
邱
野
談
』
は
、
全
六
巻
九
冊
の
総
三
一
二
編
中
、
八
八
編
が
女
主
人
公
話
で
あ
る
。
以
下
の
表
は
、
金
辰
宣
氏
⑸
の
表
を
基
に
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
八
〇
右
の
表
①
作
品
中
女
主
人
公
の
身
分
の
分
布
図
を
み
る
と
、
ま
ず
、
作
品
中
の
女
主
人
公
の
身
分
は
、
主
に
両
班
・
平
民
・
賤
民
と
い
う
三
つ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
両
班
二
七
編
、
平
民
二
七
編
が
過
半
数
以
上
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
作
者
が
両
班
で
あ
る
こ
と
な
が
ら
、
か
つ
読
者
の
割
が
字
を
読
め
る
両
班
で
あ
る
こ
と
と
、
農
業
社
会
で
あ
っ
た
当
時
の
朝
鮮
時
代
に
農
民
で
あ
る
平
民
の
割
が
一
番
多
か
っ
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
読
者
が
一
番
身
近
く
同
感
で
き
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
青
邱
野
談
』
は
「
野
談
」
の
特
徴
で
も
あ
る
教
訓
性
を
持
つ
作
品
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
特
に
両
班
の
女
性
談
で
は
歴
史
上
に
も
指
名
度
が
高
い
人
物
と
し
て
実
名
が
紹
介
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
、
歴
史
的
話
が
文
字
化
す
る
過
程
で
説
話
文
学
と
一
定
の
関
係
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
表
②
作
品
中
女
主
人
公
の
設
定
も
、
考
婦
四
三
編
と
烈
女
二
二
編
と
過
半
数
以
上
の
割
に
な
っ
て
い
る
。
①
作
品
中
女
主
人
公
の
身
分
の
分
布
図
両
班
二
七
篇
（
三
、
五
、
七
、
八
、
九
、
一
六
、
一
七
、
三
三
、
三
七
、
四
〇
、
四
一
、
四
二
、
四
五
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
四
九
、
五
一
、
五
四
、
五
六
、
五
七
、
五
八
、
六
一
、
六
九
、
七
三
、
七
五
、
八
二
、）
平
民
二
七
篇
（
一
、
六
、
一
〇
、
一
二
、
一
三
、
一
四
、
二
〇
、
二
一
、
二
二
、
二
三
、
二
五
、
二
六
、
二
七
、
二
八
、
三
〇
、
三
二
、
三
四
、
三
五
、
五
〇
、
六
五
、
六
六
、
六
八
、
七
一
、
七
六
、
七
七
、
七
八
）
遊
女
二
〇
篇
（
二
、
一
一
、
一
五
、
一
九
、
二
四
、
三
一
、
三
六
、
三
八
、
四
三
、
四
四
、
四
七
、
五
二
、
五
三
、
五
五
、
五
七
、
五
九
、
六
〇
、
六
二
、
七
四
、
八
〇
）
奴
婢
（
ぬ
ひ
）
九
篇
（
四
、
一
八
、
三
九
、
四
〇
、
五
三
、
六
四
、
六
七
、
七
〇
、
八
二
）
そ
の
他
五
篇
（
二
九
、
六
三
、
七
五
、
七
九
、
八
一
）
②
作
品
中
女
主
人
公
の
設
定
考
婦
四
三
編
烈
女
二
二
編
悪
妻
二
編
不
倫
九
編
滑
稽
三
編
そ
の
他
九
編
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
八
一
三
、
両
国
の
女
性
教
育
の
基
本
書
ま
ず
、
作
品
を
対
照
す
る
前
に
両
国
の
当
時
の
女
性
た
ち
の
思
想
を
基
に
す
る
教
育
書
に
つ
い
て
み
た
い
。
江
戸
時
代
の
社
会
と
身
分
制
度
の
安
定
の
た
め
、
権
力
者
に
よ
っ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
儒
教
思
想
は
、
武
士
は
勿
論
、
町
人
を
中
心
に
庶
民
階
級
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
確
か
に
、
江
戸
時
代
は
仏
教
・
儒
教
・
神
道
の
三
思
想
が
共
存
し
て
い
た
為
、
庶
民
階
級
の
中
で
、
儒
教
思
想
と
い
う
概
念
が
そ
の
本
質
的
部
分
に
お
い
て
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
ま
で
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
寺
子
屋
な
ど
を
通
じ
て
、
儒
教
の
礼
法
で
は
な
く
そ
の
精
神
が
、
町
人
を
は
じ
め
と
し
た
庶
民
階
級
に
属
す
る
女
性
に
ま
で
学
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
儒
教
論
理
が
庶
民
、
し
か
も
、
一
般
の
女
性
の
日
常
生
活
ま
で
そ
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
三
従
・
七
法
な
ど
の
儒
教
論
理
を
守
り
な
が
ら
、
一
生
「
好
い
娘
」・「
良
妻
賢
母
」
を
願
う
親
、
夫
、
ま
た
、
世
間
一
般
に
と
っ
て
こ
そ
、
理
想
的
上
品
な
女
性
像
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
西
鶴
は
儒
教
論
理
か
ら
見
て
模
範
と
す
る
女
性
理
想
像
に
反
す
る
よ
う
な
女
性
の
登
場
人
物
を
数
多
く
作
品
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
。
今
回
、
取
り
上
げ
る
西
鶴
の
『
好
色
五
人
女
』
に
登
場
す
る
女
主
人
公
も
例
外
で
は
な
い
。
『
女
大
学
』
の
十
九
貢
目
は
、
当
時
の
女
性
な
ら
守
る
べ
き
道
理
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
女
大
学
』
は
貝
原
益
軒
の
『
和
俗
童
子
訓
』・
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
巻
五
の
「
女
子
を
教
ゆ
る
法
」
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
大
阪
の
柏
原
清
左
衛
門
と
江
戸
の
小
川
彦
九
朗
の
合
梓
『
女
大
学
宝
箱
』
と
し
て
、
江
戸
中
期
以
後
広
く
流
布
し
、
女
子
教
訓
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。と
こ
ろ
が
、
石
川
松
太
郎
氏
⑹
に
よ
る
と
、『
女
大
学
』
が
出
現
す
る
ま
で
の
近
世
前
期
に
は
、
中
国
で
編
ま
れ
た
女
訓
書
が
た
だ
ち
に
移
植
さ
れ
て
学
習
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
中
国
の
『
女
考
経
』、『
女
論
語
』、『
内
訓
』
を
意
訳
抄
録
し
た
『
女
四
書
』
な
ど
は
儒
教
原
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
八
二
理
に
よ
っ
て
、
男
尊
女
卑
の
思
想
と
良
妻
賢
母
へ
の
教
養
を
啓
蒙
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、『
女
大
学
』
は
近
世
後
期
か
ら
近
代
の
初
頭
に
か
け
て
女
性
教
育
の
教
科
書
及
び
教
訓
書
と
し
て
様
々
な
階
級
の
女
性
に
読
ま
れ
た
こ
と
か
ら
『
女
大
学
』
が
日
本
の
儒
教
と
女
性
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
も
の
だ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
一
、（
前
略
）
我
人
に
勝
り
顔
な
る
は
、
み
な
女
の
道
に
違
る
な
り
。
女
は
、
唯
和
ぎ
順
ひ
て
貞
心
に
、
情
深
く
静
な
る
を
淑
と
す
。
二
、
女
子
は
稚
よ
り
、
男
女
の
別
を
正
し
く
し
て
、
仮
初
に
も
戯
た
る
こ
と
を
見
聞
し
む
べ
か
ら
ず
。（
後
略
）
三
、
一
度
嫁
し
て
は
、
其
家
を
出
ざ
る
を
、
女
の
道
と
す
る
と
、
古
し
へ
聖
人
の
訓
な
り
。
若
女
の
道
に
そ
む
き
、
去
る
る
時
は
、
一
生
の
恥
な
り
。
四
、
さ
れ
ば
婦
人
に
七
法
と
て
、
悪
き
こ
と
七
あ
り
。（
中
略
）
三
に
は
、
淫
乱
な
れ
ば
さ
る
。
四
に
は
、
悋
気
ふ
か
け
れ
ば
さ
る
。（
後
略
）
五
、
嫉
妬
の
心
、
努
々
発
す
べ
か
ら
ず
。
六
、
若
き
時
は
、
夫
の
親
類
・
友
達
・
下
部
等
の
若
き
男
に
は
、
打
解
た
る
物
語
、
近
付
べ
か
ら
ず
。
男
女
の
隔
を
固
す
べ
し
。
如
何
な
る
用
有
と
も
、
若
男
に
文
な
ど
通
は
す
べ
か
ら
ず
。⑺
右
の
例
文
は
貝
原
益
軒
の
『
和
俗
童
子
訓
』
の
中
、
男
女
関
係
に
関
す
る
部
分
だ
け
抜
粋
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
、
当
代
の
女
性
に
貞
節
・
貞
淑
を
守
り
、
夫
に
順
従
す
べ
き
等
は
、
朝
鮮
時
代
に
女
性
に
求
め
た
の
と
大
き
く
相
違
な
点
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
朝
鮮
時
代
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
昭
恵
王
后
韓
氏
は
学
識
が
高
く
、
当
時
女
性
た
ち
の
教
育
書
で
あ
っ
た
「
烈
女
」
や
「
小
学
」「
女
教
」「
明
心
寶
鑑
」
な
ど
を
熟
読
、
そ
れ
ら
を
編
纂
、
整
理
し
、「
朝
鮮
の
女
性
の
た
め
」
の
教
育
書
「
内
訓
」
を
漢
文
で
書
き
あ
げ
る
。
全
７
章
３
巻
か
ら
な
る
こ
の
本
は
、
１
章
「
言
葉
使
い
と
行
い
」、
２
章
「
父
母
に
孝
行
」、
３
章
「
婚
儀
の
礼
義
」、
４
章
「
夫
婦
」、
５
章
「
母
と
し
て
の
行
い
」、
６
章
「
親
族
と
の
付
き
合
い
」、
７
章
「
清
廉
と
倹
約
」
と
、
間
違
い
な
く
女
必
従
夫
、
三
従
之
道
、
七
去
之
悪
な
ど
男
性
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
八
三
中
心
の
儒
教
思
想
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
。
各
章
ご
と
に
４０
種
余
り
の
経
典
と
５０
人
余
り
の
行
状
を
引
用
、
女
性
の
行
い
の
実
際
や
規
範
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ン
グ
ル
に
翻
訳
さ
せ
、
そ
の
翻
訳
文
の
中
に
注
釈
を
入
れ
読
み
や
す
く
し
て
い
る
。「
内
訓
」
は
、
親
孝
行
や
忠
臣
、
烈
女
の
中
か
ら
行
い
が
飛
び
ぬ
け
て
い
る
人
々
の
話
を
挿
絵
入
り
で
書
い
た
「
三
綱
行
実
図
」
と
共
に
、
当
時
の
女
性
教
育
の
基
本
書
と
な
っ
た
。⑻
と
、
朴
珣
愛
氏
は
、
昭
恵
王
后
韓
氏
（
一
四
三
七
〜
一
五
〇
四
）
が
書
い
た
「
内
訓
」
が
、
当
時
の
女
性
教
育
の
基
本
書
と
し
て
、
婦
女
子
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
の
作
品
『
青
邱
野
談
』
に
も
、
こ
の
女
性
理
想
像
に
適
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
と
朝
鮮
時
代
は
同
様
な
思
想
を
基
に
し
た
社
会
に
お
い
て
、
女
性
達
は
理
想
的
な
女
性
像
に
な
る
た
め
、
一
生
懸
命
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
読
者
た
ち
は
、
当
然
な
こ
と
よ
り
現
実
に
反
っ
て
い
る
巷
の
世
界
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
は
、『
青
邱
野
談
』
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
。
現
実
的
内
容
と
民
談
の
よ
う
な
非
現
実
的
内
容
の
調
和
の
中
に
作
品
の
面
白
さ
が
よ
り
ア
ッ
プ
し
た
り
も
し
て
い
る
点
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
好
色
五
人
女
』
巻
一
と
巻
三
と
『
青
邱
野
談
』
の
幾
つ
か
の
作
品
か
ら
両
国
の
結
縁
様
相
を
対
照
し
な
が
ら
、
女
性
理
想
像
を
考
察
し
て
み
た
い
。
四
、『
好
色
五
人
女
』
と
『
青
邱
野
談
』
四
│
一
、
男
と
女
の
滑
稽
な
忍
び
会
い
と
男
の
死
に
後
付
い
た
女
と
後
れ
た
女
『
青
邱
野
談
』
の
巻
十
四
の
十
「
営
妓
佯
狂
随
谷
倅
」（
官
営
の
遊
女
が
狂
病
の
ふ
り
を
し
て
谷
山
の
群
守
を
従
う
）
は
、「
梅
花
」
と
い
う
谷
山
に
住
む
妓
女
が
貞
節
を
守
っ
て
自
決
す
る
話
で
あ
る
。
朝
鮮
の
妓
女
は
日
本
の
遊
女
と
類
似
し
て
お
り
、
一
般
的
「
路
柳
墻
花
」
と
言
わ
れ
、
一
人
の
男
性
に
貞
節
を
守
る
と
い
う
概
念
は
矛
盾
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
も
、
江
戸
の
作
品
中
で
も
多
数
発
見
す
る
こ
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
八
四
と
が
で
き
る
よ
う
に
朝
鮮
の
野
談
集
で
も
多
数
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、『
青
邱
野
談
』
で
も
例
外
で
は
な
い
。『
青
邱
野
談
』
で
も
江
戸
時
代
の
作
品
と
同
様
に
貴
族
及
び
、
庶
民
以
外
の
貞
節
の
話
し
は
数
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
、
左
の
例
文
は
『
青
邱
野
談
』
の
巻
十
四
の
十
（
官
営
の
遊
女
が
狂
病
の
ふ
り
を
し
て
谷
山
の
群
守
を
従
う
）
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
梅
花
と
い
う
谷
山
の
遊
女
が
い
た
。
あ
る
老
吏
が
巡
使
で
谷
山
に
来
た
時
、
梅
花
を
気
に
入
り
、
自
分
の
傍
に
お
い
た
が
、
監
察
に
来
た
代
官
が
梅
花
を
見
て
一
目
ぼ
れ
を
す
る
。
そ
の
後
、
代
官
は
彼
女
の
母
に
毎
回
厚
く
も
て
な
し
て
、
彼
女
と
会
う
よ
う
に
頼
む
。
あ
る
日
、
①
母
親
は
、
病
気
の
口
実
し
て
梅
花
を
呼
び
、
代
官
と
会
う
よ
う
に
し
て
、
二
人
は
相
愛
の
仲
と
な
る
。
梅
花
は
官
営
に
戻
っ
て
も
代
官
に
会
う
た
め
、
老
吏
に
狂
病
だ
と
嘘
を
つ
い
て
実
家
に
戻
り
、
代
官
と
さ
ら
に
深
い
関
係
に
な
る
。
吏
が
梅
花
の
病
が
嘘
だ
と
気
付
い
た
の
を
知
っ
た
代
官
は
老
吏
を
謀
略
し
て
巡
使
を
罷
職
さ
せ
、
梅
花
を
妾
に
す
る
。
数
年
が
過
ぎ
た
或
る
日
、
②
代
官
が
丙
申
の
政
乱
に
絡
ま
れ
入
獄
し
た
時
に
、
代
官
の
妻
が
梅
花
に
実
家
へ
帰
っ
て
も
い
い
と
勧
誘
す
る
が
、
今
に
き
て
代
官
を
裏
切
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
家
に
残
る
。
そ
の
後
、
代
官
の
死
を
知
っ
た
妻
は
自
決
し
、
そ
の
二
人
を
埋
葬
し
て
か
ら
梅
花
も
自
決
す
る
。⑼
（
訳
：
朴
な
り
）
右
の
傍
線
①
を
み
る
と
、
男
と
女
の
滑
稽
な
忍
び
会
い
の
場
面
が
思
い
浮
か
ぶ
。『
好
色
五
人
女
』
の
巻
一
の
第
三
章
で
も
、
但
馬
屋
の
女
達
の
春
の
花
見
の
時
、
清
十
郎
は
密
か
に
太
神
楽
の
獅
子
舞
を
語
ら
っ
て
置
き
、
人
々
が
見
物
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
間
に
お
夏
と
密
会
を
遂
げ
る
場
面
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
、
特
に
ユ
ニ
ッ
ク
な
所
は
、『
青
邱
野
談
』
の
巻
七
の
本
文
中
、
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
八
五
（
十
余
日
後
、
突
然
梅
花
が
誰
も
知
ら
な
い
病
で
飲
み
食
い
を
一
切
で
き
な
い
。
こ
れ
を
知
っ
た
老
吏
が
い
ろ
ん
な
薬
を
使
っ
て
み
て
も
効
か
な
か
っ
た
。
或
る
日
は
、
急
に
立
ち
上
が
り
暴
れ
た
り
、
叫
ん
だ
り
、
笑
っ
た
り
、
泣
い
た
り
す
る
。
ま
た
、
或
る
日
は
老
吏
の
名
前
さ
え
呼
び
捨
て
し
、
さ
ら
に
、
も
し
、
周
り
の
人
が
引
き
留
め
た
り
す
れ
ば
、
そ
の
人
を
蹴
っ
た
り
、
噛
ん
だ
り
し
て
近
寄
ら
な
く
よ
う
に
す
る
。
即
ち
、
狂
病
で
あ
る
。
老
吏
は
驚
き
、
彼
女
を
実
家
へ
帰
ら
し
た
。）（
訳
：
朴
な
り
）
と
、
梅
花
は
代
官
を
密
会
の
た
め
、
狂
病
の
ふ
り
ま
で
す
る
場
面
が
あ
る
。
次
に
、
傍
線
②
を
み
る
と
、『
青
邱
野
談
』
で
は
、
男
の
死
に
つ
い
て
自
決
と
し
て
貞
節
を
守
ろ
う
し
て
い
る
。
し
か
し
、
梅
花
は
妾
な
の
で
貞
節
を
守
ら
な
く
て
い
い
と
い
う
代
官
の
言
葉
に
、
（
梅
花
が
泣
な
が
ら
曰
く
、「
私
が
旦
那
様
の
お
世
話
に
な
っ
た
日
も
、
も
う
長
い
で
す
。
華
麗
な
時
、
幸
せ
に
過
ご
し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
変
な
時
、
私
が
ど
う
や
っ
て
裏
切
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
死
ぬ
と
し
て
も
ど
こ
に
も
行
き
ま
せ
ん
。」）（
訳
：
朴
な
り
）
と
、
最
後
ま
で
代
官
に
尽
く
す
と
す
る
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
女
性
理
想
像
を
描
い
た
「
内
訓
書
」
の
教
え
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
影
響
は
両
班
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
鮮
の
そ
の
以
前
ま
で
の
貞
節
儀
式
は
、
家
門
と
社
会
の
秩
序
の
た
め
、
女
性
に
強
要
し
て
来
た
朝
鮮
の
需
教
社
会
中
の
規
範
倫
理
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
梅
花
の
貞
節
は
自
分
の
愛
に
対
す
る
自
我
の
意
志
の
と
お
り
に
行
っ
た
行
動
で
あ
り
、
当
時
の
社
会
の
制
約
を
克
服
し
た
こ
と
か
ら
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
話
の
終
結
が
「
立
節
死
義
」
と
い
う
構
成
で
、
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
後
期
の
妓
女
の
素
材
と
し
た
説
話
は
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
流
行
と
見
る
見
解
も
あ
る
。⑿
こ
の
よ
う
に
、『
青
邱
野
談
』
で
は
、
女
の
貞
節
は
自
決
と
い
う
物
語
が
殆
ど
だ
が
、
朝
鮮
後
期
に
入
る
と
と
も
に
そ
の
概
念
は
少
し
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
八
六
ず
つ
変
化
す
る
の
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
例
話
は
後
ほ
ど
拠
論
す
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
作
品
の
対
照
す
る
『
好
色
五
人
女
』
巻
一
の
二
人
の
女
主
人
公
の
場
合
を
見
て
み
た
い
。
左
は
、『
好
色
五
人
女
』
巻
一
「
姿
姫
路
清
十
郎
物
語
」
中
、
清
十
郎
の
死
を
知
っ
た
遊
女
「
み
な
川
」
が
、
彼
に
追
い
か
け
自
決
す
る
前
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。
み
な
川
が
身
に
し
て
は
か
な
し
く
、
ひ
と
り
跡
に
残
り
、
涙
に
沈
み
け
れ
ば
、（
中
略
）
み
な
川
、
白
装
束
し
て
か
け
込
、
清
十
郎
に
し
が
み
つ
き
、
死
ず
に
い
づ
く
へ
行
給
ふ
ぞ
。
さ
あ
さ
あ
今
じ
や
と
、
剃
刀
一
対
出
し
け
る
。（
中
略
）
や
れ
今
の
事
じ
や
は
、
外
科
よ
、
気
付
よ
と
立
さ
は
く
程
に
、
何
事
ぞ
と
い
へ
ば
、
皆
川
ぢ
が
い
と
皆
皆
な
け
き
ぬ
。⒀
と
、
皆
川
は
彼
へ
の
愛
の
た
め
、
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
言
い
な
が
ら
も
、
結
局
、
自
決
と
い
う
極
端
的
方
法
を
選
ぶ
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
矢
野
氏
は
、
皆
川
の
死
の
選
択
に
つ
い
て
、
皆
川
は
遊
女
で
あ
り
な
が
ら
勤
め
に
徹
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
わ
け
で
あ
り
、
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
色
道
を
越
え
て
し
ま
っ
た
と
云
え
る
。⒁
と
、
解
釈
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
言
い
換
え
れ
ば
、
自
決
ま
で
至
る
皆
川
を
恋
の
た
め
自
分
を
犠
牲
す
る
女
性
理
想
像
に
描
か
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
一
方
、
清
十
郎
が
そ
の
次
に
出
会
う
町
人
で
あ
る
一
般
女
性
の
「
お
夏
」
と
出
会
う
。
そ
し
て
、
そ
の
紆
余
曲
折
を
経
た
後
、
但
馬
屋
に
七
百
両
の
金
が
紛
失
し
た
事
件
の
疑
い
で
死
刑
さ
れ
た
清
十
郎
の
死
を
知
る
。
そ
の
お
夏
の
反
応
は
、
お
な
つ
も
同
じ
嘆
に
し
て
、
七
日
の
う
ち
は
だ
ん
じ
き
に
て
、
願
状
を
書
て
、
室
の
名
神
へ
命
乞
し
た
て
ま
つ
り
に
け
り
。（
中
略
）
お
な
つ
そ
だ
て
し
姥
に
尋
け
れ
ば
、
返
事
し
か
ね
て
涙
を
こ
ぼ
す
。
さ
て
は
と
狂
乱
に
な
っ
て
、
生
て
お
も
ひ
を
さ
し
や
う
よ
り
も
、
と
子
供
の
中
に
ま
じ
は
り
、
音
頭
を
と
っ
て
う
た
ひ
け
る
。⒂
と
、
お
夏
は
清
十
郎
の
死
を
知
り
、
一
時
に
は
気
が
狂
う
時
も
あ
る
が
、
理
性
を
取
り
戻
し
「
大
経
の
つ
と
め
お
こ
た
ら
ず
、
有
難
き
び
く
い
と
は
な
り
ぬ
。」
と
尼
に
な
る
と
美
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
遊
女
の
皆
川
と
対
比
的
で
あ
る
。
そ
れ
を
竹
野
静
雄
氏
は
、
皆
川
と
お
夏
は
遊
女
と
町
人
と
い
う
身
分
の
差
が
あ
る
の
で
作
者
で
あ
る
西
鶴
は
二
人
の
女
性
の
結
末
に
差
別
を
お
い
た
と
主
張
し
て
い
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
八
七
る
⒃
が
、
自
決
や
尼
に
な
り
、
一
生
自
分
が
愛
し
た
彼
の
た
め
、
供
養
す
る
の
も
一
人
の
女
性
と
し
て
自
分
を
犠
牲
に
す
る
形
態
は
儒
教
思
想
と
い
う
封
建
制
度
の
影
響
に
及
ば
し
た
典
型
的
様
相
だ
と
も
言
え
よ
う
。
四
│
二
、
男
と
女
の
滑
稽
な
逃
避
行
前
章
の
よ
う
に
、
近
世
封
建
制
度
社
会
に
お
い
て
は
自
由
な
恋
愛
が
禁
止
さ
れ
、
そ
れ
自
体
が
罪
悪
視
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
遊
里
以
外
の
場
に
お
け
る
恋
愛
は
犯
罪
と
い
う
今
の
時
代
で
は
あ
り
え
な
い
反
社
会
的
な
扱
い
を
受
け
ら
れ
な
け
え
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
『
好
色
五
人
女
』
巻
三
「
中
段
に
見
る
暦
屋
物
語
」
の
女
主
人
公
で
あ
る
「
お
さ
ん
」
も
例
外
で
は
な
い
。
巻
三
「
中
段
に
見
る
暦
屋
物
語
」
は
不
倫
話
と
し
て
、
そ
の
不
倫
は
意
図
的
で
は
な
か
っ
た
が
、
結
局
、
処
刑
と
い
う
悲
劇
的
結
末
に
及
ぶ
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
描
写
さ
れ
て
い
る
お
さ
ん
は
不
倫
と
い
う
罪
を
犯
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
様
な
巻
二
の
お
せ
ん
と
は
相
反
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
例
え
、
お
さ
ん
の
最
後
は
左
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
九
月
二
十
二
日
の
曙
の
ゆ
め
、
さ
ら
さ
ら
最
期
い
や
し
か
ら
ず
、
世
語
と
は
な
り
ぬ
。
今
も
浅
黄
の
小
袖
の
面
影
、
見
る
や
う
に
名
は
の
こ
り
し
。⒄
と
意
図
的
不
倫
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
段
、
恋
に
落
ち
た
以
後
に
は
自
分
の
恋
に
対
す
る
犠
牲
的
な
人
物
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
さ
ん
が
愛
す
る
人
で
あ
る
茂
右
衛
門
と
の
人
生
の
た
め
、
次
の
よ
う
に
茂
右
衛
門
が
闘
病
生
活
中
に
も
希
望
を
捨
て
な
い
姿
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
薬
に
す
べ
き
物
と
て
も
な
く
、
命
の
お
は
る
を
待
居
る
時
、
耳
ぢ
か
く
寄
て
、
今
す
こ
し
先
へ
行
ば
、
し
る
べ
あ
る
里
ち
か
し
。
さ
も
あ
ら
ば
、
此
浮
を
わ
す
れ
て
、
お
も
ひ
の
ま
ま
に
枕
さ
だ
め
て
語
ら
ん
物
を
と
、
な
げ
け
ば
、
此
事
お
さ
ん
耳
に
通
じ
、
う
れ
し
ゃ
、
命
に
か
へ
て
の
男
じ
ゃ
も
の
と
、
気
を
取
な
を
し
け
る
。
さ
て
は
、
魂
に
れ
ん
ぼ
入
か
は
り
、
外
な
き
其
身
い
た
ま
し
く
、
又
負
て
行
程
に
、
…
⒅
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
八
八
こ
れ
を
森
川
昭
氏
は
、
過
失
と
は
い
え
、
主
人
の
女
房
と
雇
人
と
い
う
立
場
に
あ
り
な
が
ら
姦
通
を
犯
し
た
お
さ
ん
と
茂
右
衛
門
は
、「
元
禄
御
法
式
」
や
「
律
令
要
略
」
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
と
も
に
死
罪
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
夢
か
ら
さ
め
て
、
過
失
に
気
付
き
、
ま
た
逃
れ
得
ぬ
運
命
を
認
識
し
た
お
さ
ん
の
「
よ
も
や
こ
の
事
、
人
に
知
れ
ざ
る
事
あ
ら
じ
。
こ
の
上
は
身
を
捨
て
、
命
を
か
ぎ
り
に
名
を
立
て
、
茂
右
衛
門
と
死
出
の
旅
路
の
道
づ
れ
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
者
の
絶
望
的
な
響
き
は
な
い
。
む
し
ろ
、
意
志
な
き
姦
通
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
限
ら
れ
た
命
を
、
好
色
へ
意
志
的
に
踏
み
出
し
て
行
く
お
さ
ん
の
姿
に
は
、
不
思
議
な
明
る
さ
さ
れ
も
感
じ
ら
れ
る
。⒆
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
男
に
対
す
る
女
尽
く
し
話
は
、
ど
こ
の
国
で
も
あ
り
得
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
│
で
あ
り
、
江
戸
時
代
も
朝
鮮
時
代
も
当
時
の
女
性
教
育
に
基
づ
い
た
女
性
理
想
像
で
も
あ
り
な
が
ら
、
む
し
ろ
、
そ
の
以
前
の
問
題
か
も
し
れ
な
か
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
朝
鮮
時
代
で
は
、
江
戸
時
代
と
違
っ
て
「
姦
通
罪
」
と
い
う
法
律
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
ま
た
、「
離
婚
」
と
い
う
概
念
も
な
か
っ
た
上
、
例
え
、
夫
と
死
別
し
た
と
い
っ
て
も
再
嫁
す
る
こ
と
も
社
会
的
に
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
時
代
後
期
に
入
っ
て
か
ら
、
そ
の
考
え
方
は
徐
々
に
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
左
は
、『
青
邱
野
談
』
巻
十
三
の
八
「
憐
孀
女
宰
相
囑
窮
弁
」（
宰
相
、
死
に
偽
り
て
娘
を
再
嫁
さ
せ
し
こ
と
）
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
昔
、
あ
る
宰
相
の
娘
が
結
婚
し
て
一
年
も
経
た
な
い
内
に
夫
を
失
い
、
実
家
に
帰
っ
て
暮
ら
し
た
。
宰
相
は
娘
の
寂
し
さ
を
見
て
心
が
痛
か
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
る
日
、
宰
相
は
家
に
出
入
り
す
る
あ
る
独
身
の
困
窮
な
武
弁
に
白
銀
と
黄
金
を
あ
げ
な
が
ら
、
罷
漏
〈
朝
鮮
時
代
は
夜
間
外
出
禁
止
と
い
う
制
度
が
あ
っ
た
が
、
大
鼓
が
鳴
る
と
夜
行
禁
止
が
釈
除
さ
れ
た
。〉
後
に
家
の
後
門
に
馬
を
持
っ
て
待
ち
な
さ
い
と
言
っ
た
。
武
弁
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
が
、
そ
の
通
り
に
す
る
と
、
①
宰
相
は
娘
を
袋
に
入
れ
、
馬
に
乗
せ
な
が
ら
、「
北
関
へ
行
っ
て
身
を
隠
し
て
住
み
な
さ
い
。」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
武
弁
が
去
っ
た
後
、
宰
相
は
娘
が
自
決
を
し
た
ふ
り
を
し
、
娘
の
葬
式
を
行
っ
た
。
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
八
九
数
十
年
が
過
ぎ
た
あ
る
日
、
宰
相
の
息
子
が
官
人
と
な
り
、
地
方
を
監
察
す
る
際
、
北
関
を
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
行
く
途
中
、
宿
に
泊
ま
る
時
、
偶
然
に
姉
と
会
っ
て
驚
い
た
が
、
今
ま
で
の
訳
を
聞
い
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
家
に
帰
り
、
②
父
に
北
関
で
起
っ
た
こ
と
を
話
し
し
よ
と
す
る
と
、
父
は
驚
き
な
が
ら
口
を
閉
じ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。⒇
（
訳
：
朴
な
り
）
こ
の
話
は
、
夫
を
早
く
死
別
し
た
娘
を
か
わ
い
そ
う
に
思
い
、
父
が
娘
を
自
決
に
装
っ
て
男
と
夜
逃
げ
を
さ
す
と
い
う
当
時
の
社
会
に
反
映
さ
れ
た
滑
稽
な
話
で
あ
る
。
傍
線
①
は
男
と
女
の
滑
稽
な
逃
避
行
を
連
想
さ
せ
る
が
、
こ
れ
は
『
好
色
五
人
女
』
巻
三
で
、
美
人
で
よ
い
主
婦
で
も
あ
っ
た
妻
お
さ
ん
が
、
戯
心
の
き
っ
か
け
で
一
晩
一
緒
に
過
ご
し
た
茂
右
衛
門
と
逃
避
す
る
場
面
と
同
じ
く
、
死
に
偽
っ
て
逃
避
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
末
は
『
好
色
五
人
女
』
巻
三
の
お
さ
ん
と
相
違
し
て
い
る
。
ま
た
、
傍
線
②
内
容
か
ら
娘
の
幸
せ
の
た
め
に
世
間
の
道
理
を
逆
ら
っ
た
父
で
あ
っ
た
が
、
息
子
に
ま
で
娘
の
こ
と
を
知
ら
せ
ら
れ
な
い
当
時
の
社
会
の
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ユ
ニ
ッ
ク
な
表
現
だ
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
、
社
会
に
認
め
ら
れ
な
く
て
逃
避
を
す
る
話
は
『
青
邱
野
談
』
に
も
し
ば
し
ば
書
か
れ
て
い
る
が
、
身
分
社
会
と
い
う
当
時
の
朝
鮮
時
代
の
社
会
的
構
造
上
、
様
々
な
形
で
表
わ
れ
そ
う
に
も
関
わ
ら
ず
、
身
分
の
ち
が
い
上
の
逃
避
話
は
数
少
な
い
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
社
会
上
に
「
姦
通
罪
」
が
な
い
理
由
と
し
て
「
一
夫
多
妻
」
と
い
う
当
時
の
社
会
的
通
念
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
作
品
に
収
録
さ
れ
て
い
る
殆
ど
が
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
と
い
う
所
も
教
訓
性
と
男
性
中
心
思
想
と
い
う
作
品
の
特
徴
が
強
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。
左
は
、『
青
邱
野
談
』
巻
七
の
一
「
聽
妓
語
悖
子
登
科
」（
遊
女
が
横
道
な
者
を
科
挙
（
朝
鮮
時
代
の
官
職
試
験
）
に
合
格
さ
せ
る
）
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
平
養
の
監
司
の
息
子
が
あ
る
遊
女
と
深
い
愛
の
仲
で
あ
っ
た
。
監
司
の
任
期
が
終
わ
っ
て
漢
陽
に
戻
る
よ
う
に
な
り
、
別
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
息
子
が
遊
女
を
忘
れ
ず
に
学
問
の
深
淵
を
彷
徨
う
姿
を
見
た
父
は
息
子
を
山
に
行
か
し
て
学
問
に
打
ち
こ
む
に
願
う
が
、
息
子
は
山
か
ら
逃
げ
て
歩
い
て
平
養
の
遊
女
に
会
い
に
行
く
。
そ
の
遊
女
は
官
営
か
ら
出
ら
れ
な
い
立
場
だ
っ
た
が
、
息
子
は
官
営
を
忍
び
こ
ん
で
や
っ
と
遊
女
と
会
う
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
遊
女
は
息
子
を
逢
っ
て
も
知
ら
ん
ふ
り
を
し
、
息
子
は
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
九
〇
が
っ
か
り
し
て
宿
に
戻
る
が
、
深
夜
、
遊
女
が
金
銀
を
持
っ
て
き
て
一
緒
に
夜
逃
げ
す
る
。
あ
る
所
で
金
銀
を
売
っ
て
家
を
買
っ
た
後
、
遊
女
は
息
子
が
学
問
に
熱
中
す
る
よ
う
に
尽
く
し
、
よ
う
や
く
、
科
挙
に
合
格
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
父
は
死
ん
だ
と
思
っ
た
息
子
が
科
挙
ま
で
合
格
し
た
の
は
す
べ
て
遊
女
の
お
か
げ
だ
と
思
い
、
遊
女
と
の
関
係
を
認
め
る
。21
（
訳
：
朴
な
り
）
右
の
話
は
、
横
道
な
者
で
あ
る
両
班
の
息
子
が
夜
逃
げ
を
し
ま
し
た
が
、
遊
女
の
尽
く
し
で
科
挙
に
合
格
し
た
理
由
だ
け
で
、
父
は
息
子
を
許
し
、
そ
の
遊
女
ま
で
妻
に
認
め
る
と
い
う
当
時
の
通
常
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
野
談
ら
し
く
滑
稽
に
書
か
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
次
の
話
は
『
青
邱
野
談
』
巻
一
「
誇
丈
夫
西
貨
満
駄
」（
昔
日
の
不
倫
、
今
日
の
財
産
と
な
り
し
こ
と
）
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
昔
、
あ
る
士
人
（
ま
だ
官
職
に
つ
い
て
い
な
い
士
大
夫
の
こ
と
）
が
科
挙
を
受
け
る
た
め
、
あ
る
村
で
部
屋
を
借
り
た
。
あ
る
日
、
そ
の
家
の
主
人
が
留
守
で
妻
一
人
だ
け
を
知
っ
た
士
人
は
そ
の
妻
を
引
き
寄
せ
、
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
妻
は
、
自
分
の
家
の
部
屋
を
貸
し
た
客
で
も
あ
り
、
大
声
を
出
し
た
ら
周
り
の
町
人
が
知
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
そ
の
ま
ま
身
を
任
せ
た
。
そ
の
時
に
突
然
、
夫
が
帰
っ
て
来
て
士
人
の
部
屋
に
入
ろ
う
と
す
る
と
、
士
人
は
彼
女
を
彼
女
の
服
で
あ
る
裳
に
隠
し
て
そ
の
危
機
を
脱
が
れ
る
。
そ
の
数
年
後
、
そ
の
士
人
は
科
挙
に
合
格
し
、
平
安
道
に
監
司
に
な
っ
て
赴
任
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
夫
は
喜
び
、
な
ん
か
得
る
も
の
で
も
あ
る
か
会
い
に
行
く
が
、
何
も
得
る
こ
と
な
く
、
帰
っ
て
来
る
。
そ
の
後
、
妻
が
自
か
ら
行
っ
て
見
る
と
言
っ
て
彼
に
会
い
に
行
き
、
再
び
情
を
交
り
、
た
く
さ
ん
の
財
物
を
持
っ
て
家
に
帰
っ
て
来
る
。
そ
れ
を
見
て
び
っ
く
り
し
て
い
る
夫
が
そ
の
わ
け
を
聞
く
と
妻
は
数
年
前
の
事
情
を
話
す
。
妻
は
笑
っ
て
答
え
た
。「
あ
な
た
は
、
使
道
（
地
方
長
官
へ
の
敬
称
。
ま
た
は
軍
の
中
で
上
官
に
対
す
る
呼
称
）
様
が
科
挙
で
こ
ち
ら
に
お
ら
れ
た
時
、
部
屋
で
雲
雨
の
事
に
励
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
お
ら
れ
ま
せ
ぬ
か
。」
男
は
し
ば
ら
く
考
え
こ
ん
で
い
た
が
、
あ
っ
と
声
を
立
て
た
。「
あ
あ
、
あ
っ
た
、
あ
っ
た
ぞ
。
し
か
し
、
そ
の
時
そ
の
相
手
が
誰
だ
っ
た
か
、
今
も
見
当
が
っ
か
ぬ
が
。」「
そ
れ
は
私
で
し
た
の
よ
。」
女
が
笑
い
な
が
ら
告
げ
る
と
、
男
は
よ
う
や
く
事
情
を
悟
り
、
驚
き
且
つ
悔
し
が
っ
て
言
っ
た
。「
あ
の
時
、
お
ま
え
が
奴
の
下
に
い
た
と
知
っ
て
い
た
な
ら
黙
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
に
今
度
の
土
産
は
こ
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
九
一
の
程
度
で
は
す
ま
な
か
っ
た
も
の
を
。」
と
、
二
人
し
て
大
笑
い
す
る
の
だ
っ
た
。22
右
の
話
は
、
夫
が
妻
の
不
倫
を
知
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
身
分
上
ま
た
、
財
産
目
当
て
で
妻
の
罪
を
見
逃
す
と
い
う
野
談
ら
し
く
、
滑
稽
な
話
な
が
ら
も
朝
鮮
時
代
後
期
の
社
会
的
背
景
が
よ
く
反
映
し
て
書
か
れ
て
い
る
作
品
で
言
っ
て
も
良
い
。
ま
ず
、
そ
の
一
つ
と
し
て
夫
が
妻
の
不
倫
を
知
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
怒
る
と
こ
ろ
か
そ
れ
を
ネ
タ
に
し
、
使
道
か
ら
も
っ
と
物
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
悔
し
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
当
時
の
朝
鮮
後
期
の
社
会
が
い
か
に
も
混
乱
期
で
貧
し
か
っ
た
の
が
伺
え
る
。
ま
た
、
妻
の
不
倫
の
相
手
が
現
在
、
夫
、
す
な
わ
ち
、
自
分
よ
り
身
分
が
高
い
点
も
社
会
通
念
上
、
訴
え
る
と
こ
ろ
か
、
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
二
つ
と
し
て
妻
の
態
度
で
あ
る
。
右
の
例
文
を
見
る
と
、
妻
は
夫
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
妻
が
で
き
た
こ
と
に
対
し
て
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
時
に
、
自
ら
自
分
の
不
倫
し
た
こ
と
を
笑
い
な
が
ら
党
々
と
夫
に
自
白
す
る
。
い
く
ら
一
般
の
庶
民
と
い
っ
て
も
、
朝
鮮
時
代
の
儒
教
思
想
を
基
に
し
た
封
建
社
会
で
は
あ
り
得
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
話
は
事
実
話
が
そ
う
で
は
な
い
か
の
問
題
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
野
談
は
一
般
の
庶
民
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
身
分
が
高
い
両
班
が
書
い
た
点
か
ら
、
ま
だ
、
日
本
の
江
戸
時
代
と
違
っ
て
よ
り
身
分
差
別
の
厳
し
さ
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
西
鶴
の
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
『
青
邱
野
談
』
を
結
縁
様
相
及
び
女
性
意
識
を
中
心
に
対
照
研
究
を
行
っ
た
。『
好
色
五
人
女
』
と
『
青
邱
野
談
』
の
編
纂
時
期
は
約
二
〇
〇
年
余
り
差
が
あ
る
が
、
今
回
の
研
究
は
両
作
品
の
比
較
の
で
は
な
く
、
対
照
研
究
と
い
う
点
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
両
作
品
は
、
二
〇
〇
年
と
い
う
時
間
の
差
ま
た
、
共
通
す
る
典
拠
作
品
も
な
い
ま
っ
た
く
相
違
す
る
作
品
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
封
建
社
会
と
い
う
各
作
品
が
書
か
れ
た
当
時
の
各
国
の
社
会
制
度
を
基
に
し
て
影
響
を
受
け
ら
れ
た
各
作
品
の
女
主
人
公
の
特
徴
は
類
似
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
特
に
、
封
建
制
度
に
基
づ
き
、
江
戸
時
代
の
『
女
大
学
』
と
朝
鮮
時
代
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
九
二
の
『
内
訓
』
の
教
え
で
育
た
れ
た
当
時
の
女
性
達
に
は
、
各
国
の
特
有
性
が
多
少
見
当
た
っ
た
も
の
の
、
そ
の
範
囲
は
大
き
く
反
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
時
代
と
朝
鮮
時
代
の
女
性
た
ち
は
同
じ
く
、
当
時
の
封
建
社
会
に
よ
る
儒
教
思
想
の
影
響
を
受
け
ら
れ
な
が
ら
も
各
国
の
特
有
性
が
ま
じ
合
っ
て
い
る
女
性
理
想
像
を
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
本
研
究
で
は
、
朝
鮮
民
話
の
『
野
談
』
と
い
う
も
の
が
、
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
韓
国
に
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
所
に
中
心
と
し
、
対
照
研
究
す
る
に
不
十
分
な
所
が
多
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
犯
罪
物
語
、
モ
デ
ル
小
説
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
『
好
色
五
人
女
』
が
『
青
邱
野
談
』
と
類
似
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
『
好
色
五
人
女
』
の
時
代
に
、
仮
に
良
く
知
ら
れ
た
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
多
く
は
芝
居
・
歌
謡
・
巷
説
等
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
 
実
説

に
過
ぎ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
現
在
迄
に
紹
介
さ
れ
た
物
に
限
っ
て
見
て
も
、
そ
れ
ら
が
真
実
を
特
定
し
得
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
異
説
粉
粉
と
し
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
当
事
者
の
心
理
に
迄
踏
み
込
ん
だ
真
実
を
知
る
こ
と
な
ど
殆
ど
あ
り
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
略
）
だ
が
、『
好
色
五
人
女
』
に
描
か
れ
た
事
件
の
顚
末
や
、
人
々
の
心
の
動
き
は
、
仮
に
そ
れ
が
巷
間
に
伝
え
ら
れ
た
ま
ま
の
も
の
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
西
鶴
が
そ
れ
を
真
実
と
見
做
し
て
作
品
の
世
界
に
取
り
入
れ
、
彼
の
目
を
通
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
質
的
に
は
総
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
と
云
え
な
く
は
ず
で
あ
る
。23
と
、
矢
野
氏
は
『
好
色
五
人
女
』
を
実
際
の
事
件
を
作
品
の
素
材
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
こ
の
作
品
は
あ
く
ま
で
も
フ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
つ
ま
り
、
小
説
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
朝
鮮
の
『
青
邱
野
談
』
と
同
様
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
特
に
『
好
色
五
人
女
』
は
、
書
か
れ
た
時
期
か
ら
事
実
を
モ
デ
ル
に
し
て
フ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
を
試
み
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
を
持
た
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
九
三
註⑴
尹
學
準
氏
『
日
本
大
百
科
全
書
』
小
学
館
一
九
九
三
年
⑵
野
崎
充
彦
氏
『
青
邱
野
談
│
李
朝
世
俗
譚
』
平
凡
社
二
〇
〇
〇
年
⑶
李
市
埈
氏
韓
国
の
説
話
と
説
話
研
究
「
韓
国
に
お
け
る
説
話
文
学
の
研
究
現
況
」（
雑
誌
『
説
話
文
学
研
究
４５
』）
二
〇
一
〇
年
⑷
⑶
と
同
じ
⑸
金
辰
宣
氏
論
文
「
野
談
集
所
載
女
性
談
の
存
在
様
相
研
究
」
慶
熙
大
学
院
二
〇
〇
六
年
⑹
石
川
松
太
郎
氏
『
女
大
学
集
』
平
凡
社
昭
和
五
十
二
年
⑺
⑹
と
同
じ
⑻
朴
珣
愛
氏
「「
考
婦
」
で
あ
り
「
暴
嬪
」」
朝
鮮
新
報
二
〇
〇
九
年
⑼
崔
雄
氏
『
注
釈
青
邱
野
談
Ⅲ
』
国
学
資
料
院
一
九
九
六
年
⑽
⑼
と
同
じ
六
四
〜
六
五
ペ
ー
ジ
⑾
⑼
と
同
じ
六
六
ペ
ー
ジ
⑿
⑸
と
同
じ
⒀
『
好
色
五
人
女
』（
新
編
西
鶴
全
集
第
一
巻
│
本
文
篇
）（
校
注
）
富
士
昭
雄
・
小
川
武
彦
勉
誠
出
版
㈱
平
成
十
二
年
三
九
八
〜
四
〇
〇
ペ
ー
ジ
⒁
矢
野
公
和
氏
『
西
鶴
論
』
若
草
書
房
二
〇
〇
三
年
⒂
⒀
と
同
じ
四
五
五
ペ
ー
ジ
⒃
竹
野
静
雄
氏
『
江
戸
の
恋
の
万
華
鏡
：『
好
色
五
人
女
』』
新
典
社
二
〇
〇
九
年
⒄
⒀
と
同
じ
四
四
九
ペ
ー
ジ
⒅
⒀
と
同
じ
四
四
九
ペ
ー
ジ
⒆
森
川
昭
氏
「
井
原
西
鶴
好
色
五
人
女
の
〈
お
さ
ん
〉
魂
に
恋
慕
入
か
わ
り
」（
雑
誌
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
巻
二
十
七
・
十
三
号
）
一
九
八
二
年
⒇
⑼
と
同
じ
『
青
邱
野
談
』
巻
十
三
の
八
「
憐
孀
女
宰
相
囑
窮
弁
」（
宰
相
、
死
に
偽
り
て
娘
を
再
嫁
さ
せ
し
こ
と
）
21
⑼
と
同
じ
「
聽
妓
語
悖
子
登
科
」
巻
七
の
一
（
遊
女
が
横
道
な
者
を
科
挙
（
朝
鮮
時
代
の
官
職
試
験
）
に
合
格
さ
せ
る
）
22
⑼
と
同
じ
『
青
邱
野
談
』
巻
一
「
誇
丈
夫
西
貨
満
駄
」（
昔
日
の
不
倫
、
今
日
の
財
産
と
な
り
し
こ
と
）
23
⒁
と
同
じ
│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
│
│
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
九
四
＊『青邱野談』巻十三の八「憐孀女宰相囑窮弁」の漢文の原文
『青邱野談上・下』（栖碧外史海外蒐佚本 29）韓国：亞細亞文化社 一九八五年
※
『
青
邱
野
談
』
韓
国
学
中
央
研
究
院
（Jan
gseogak
R
oyal
A
rch
ives
）
二
〇
〇
〇
年
（
出
所
：h
ttp
://yoksa.aks.ac.kr
）
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
九
五
＊
『
青
邱
野
談
』
巻
七
の
一
「
聽
妓
語
悖
子
登
科
」
の
ハ
ン
グ
ル
原
文
『
注
解
：
青
邱
野
談
Ⅰ
・
Ⅱ
』
崔
・
ウ
ン
韓
国
：
国
学
資
料
院
二
〇
一
〇
年
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
青
邱
野
談
』
の
対
照
研
究
九
六
『
好
色
五
人
女
』
と
韓
国
民
話
（
野
談
）『
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